
高校生のためのおきげい出張講座タイトル一覧表 
 

【受講の申込について】 ※受講希望の場合は各高校でとりまとめ、下記の期日まで沖縄県立芸術大学アドミッションセンターへ申込願います。 
 

 

開講

No. 
講義開講時期 申込締切日 

①  6 月～7 月末 2025 年 5 月 16 日（金） 
②  10 月～11 月末 2025 年 7 月 31 日（木） 
③  12 月～1 月末 2025 年 10 月 24 日（金） 

 

 

番号 学部・コース タイトル 
開講

No. 
担当教員名 開講日時 開講曜日 受入人数 会場・設備 授業形態 

1 全学教育センター 沖縄の海岸ごみと生物 ①③ 藤田 喜久 教授 平日の午後の時間

帯であれば、日程

調整の上対応可

能。 

月～金 特に定めず パソコンにつなげ

るモニターやプロ

ジェクター・スク

リーンがあれば良

い 

対面で

もオン

ライン

でも可

能 

2 全学教育センター 高校生のための多読入門講座 ③ 高良 則子 教授 水～金の午後の時

間帯で要調整。 

水～金 20～30 名

程度 
一般教室、 

パワポ使用 

対面 

3 全学教育センター 一緒に考える琉球沖縄史 ② 山田 浩世 准教授 高校側と調整しま

す 

 30 名程度 一般教室 対面 

4 全学教育センター 身の回りの心理学 ② 城間 祥子 准教授 高校側と調整しま

す 

 30 名程度 一般教室 対面 

5 全学教育センター カラダの位置を整える ② 張本 文昭 教授 月火水金の午後 

日時は調整可能 

 15 名 体育館または 

机椅子が可動な 

広めの教室 

対面 
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授業形態 対面・オンライン授業 学部・コース名 全学教育センター 
タイトル名 沖縄の海岸ごみと生物 科目担当者 藤田 喜久 教授 

授業概要：沖縄の海岸ごみが生物に与える影響について学び、発生抑制意欲の向上を促す授業内容です。 
授業方針：パワーポイントを用いた座学形式の授業です。 
希望会場：一般教室で可能。オンラインも対応可能。 
授業計画：【定員：特に設定しない】 

50 分授業 沖縄の海岸漂着ごみの現状と、プラスチックごみが生物に与える影響について、実際の研究内容を紹介しながら説明します。 
備  考：  
教員からのメッセージ：沖縄の自然海岸環境を守るために何かできることを考えてみましょう。  

 
 
2 

授業形態 対面授業 学部・コース名 全学教育センター 
タイトル名 高校生のための多読入門講座 科目担当者 高良 則子 教授 

授業概要：英語の読解能力、特に Fluency 習得を目標とする多読活動を英語学習に取り入れる方法について、解説と実践を行う授業です。 

授業方針：SSS (Start with Simple Stories)にもとづき、絵本などの英語のストーリーを和訳することなく英語のまま理解し、英語の読書を楽しみます。 
希望会場：普通教室で構いませんが、説明の際には、パワーポイントを使用します。 
授業計画：【定員 30 名程度】50 分授業での実施も可能ですが、90 分程度の授業の方が英語の読書体験やワークに十分な時間が確保できます。多読の目的や方法 
について説明し、その後、実際に絵本などを手に取って、聞き読み・音読・黙読・ディスカッション／ワークなどの活動を行います。 
備 考：担当者が多読図書を持参します。ディスプレイ用のテーブルなどのスペースをご用意ください。学校図書館に多読図書を所蔵している場合は、その活用

方法について提案いたします。また、英語多読を目的とした県立図書館や地域の図書館の活用についてお話しすることも可能です。 
教員からのメッセージ：簡単な英語の本を辞書なしで読んでみましょう。英語を英語のまま理解する感覚を一緒に体験してみませんか。 
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授業形態 対面授業 学部・コース名 全学教育センター 
タイトル名 一緒に考える琉球沖縄史 科目担当者 山田 浩世 准教授 

授業概要：文字または絵画資料などを通じて琉球沖縄の歴史について学ぶ授業です。 

授業方針：グループワークなどを通じて、主体的に琉球沖縄の歴史像の獲得を目指します。 
希望会場：一般教室で可能。 
授業計画：【定員 30 名程度】50 分授業 琉球王国時代のできごとや史料をとりあげます。歴史を考える思考方法をグループワークなどを通じて実践的に体験しな 

がら紹介します。 
備  考：テキストは事前に配布します。 
教員からのメッセージ：グループワークを通じて、他者の意見に触れながら、地域の歴史への理解を深められたらと思います。 
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授業形態 対面授業 学部・コース名 全学教育センター 
タイトル名 身の回りの心理学 科目担当者 城間祥子 准教授 

授業概要：身近な事例を通して、心理学とはどのような学問なのか、目に見えない「心」という現象をどのように探究するのかを学びます。 

授業方針：講義のほか、グループでのディスカッションとプレゼンテーションを予定しています。 
希望会場：グループワークが可能な教室。 
授業計画：【定員 30 名程度】50 分授業 高校と日程調整を行います。心理学に関する講義とグループワークを行います。 
備  考：教科書は用いない。授業内で適宜資料配付し、必要に応じて参考書を提示する。 
教員からのメッセージ：大学で初めて「心理学」を学んで「イメージと違ってがっかりした」という話をよく耳にします。心理学とはどのような学問なのでしょうか。どのようにして知を生み出すのでしょうか。

心理学について知ることは社会を知ることでもあります。知らず知らずのうちに人々の生活に浸透している心理学的な考え方に気がつくと、世界が違って見えてくるはずです。 
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授業形態 対面授業 学部・コース名 全学教育センター 
タイトル名 カラダの位置を整える 科目担当者 張本 文昭 教授 

授業概要：カラダは足裏を通して地面とつながっています。その「つながり方」について、実践を通しながら整えてみようとする内容となります。 

授業方針：実際に身体を動かしながら自分の姿勢やカラダの位置について認識を深めることを方針･目標とします。 
希望会場：机や椅子が無い状態で、1 人当たり 2m×2m 以上のスペースを確保できる体育館や教室など。 
授業計画：【定員 15 名】50 分授業 高校と日程調整を行います。1）姿勢のチェック 2）バランスディスクやスラックレールを用いた体幹トレーニング 
備  考：身体を動かしますが普段着で OK です。 
教員からのメッセージ：普段は意識しない自分のカラダにココロを向けながら楽しく取り組んでもらえたらと思います。 

 
 
 


